
2026年（令和８年）
２月発行

No.65

井原市マスコットキャラクター
でんちゅうくん

内科

脳神経外科

循環器内科

耳鼻咽喉科

小児科

リハビリテーション科

外科

放射線科

整形外科

皮膚科

眼科

泌尿器科

消化器外科

産婦人科 救急科

井原市民病院広報誌

病 院だより
日本医療機能評価機構　病院機能評価3rdG：Ver2.0認定井原市の草花 パンジー

美星町の雪景色美星町の雪景色

井原市民病院基本理念

すべては患者さんと地域のために



掲載写真について 本紙に掲載している写真は撮影時のみマスクを外しています。

ように扱う故事はないようです。
むしろ丙は陰陽五行説の火の兄ということで、
太陽のエネルギーに満ち溢れている状態ですし、
午は正午や午前、午後という言葉からも分かるよ
うに、お昼の十二時ということです。つまり、丙
午は活力に満ち溢れた正午を意味しています。
そういうことで、さすがに令和の世になって丙
午生まれが減ることはないとは思いますし、むし
ろそうした力のあふれる年になるはずです。それ
にあやかりまして、本年が井原市民病院にとりま
しても、活力に満ちた病院が大きく発展すること
を願っております。
本年が皆様にとっても、素晴らしい年になるこ
とを祈って、年頭のご挨拶といたします。

2026年（令和8年）の年頭に当たり、ご挨拶
申し上げます。
本年は午年ですが、十干十二支でいうと60年
ぶりの丙午（ひのえうま）ということになります。
職員の皆さんの中で医療系の職種の方は、ひょっ
としたら養成学校での講義の中で、人口ピラミッ
ド（人口静態）というものを習う際に、1966年
の出生数が異様に少ないことの説明として、丙午
の話を聞いたかもしれません。かつては迷信とし
て丙午生まれの特に女性は、火災関係の災厄を
もたらすということがまことしやかに流布し、それ
が影響したというのが定説です。これはおそらく
八百屋お七の話に由来する割合新しい迷信です。
そもそも干支の本家である中国には丙午をその

本年もよろしくお願い申し上げます。

病院事業管理者
さいとう

齋藤 
し ん や

信也

療法や手術件数の増加に取り組んだ結果、入院・
外来ともに患者数が増え、医業収益も前年同期
比で11.8％増加いたしました。一方で、人件費の
上昇などにより、全体の収支は依然として厳しい
状況にあります。
救急医療については、「できるだけ断らない医
療」を目指し、春から毎週月曜日に救急症例検
討会を始めました。その成果もあり、救急応需率
はこれまでの75％前後から85％へと改善していま
す。地域の皆様の「困ったときに頼れる病院」で
ありたいという思いを職員全員が共有して取り組
んだ結果です。
また、2025年（令和７年）9月には岡山救急
医療研究会第26回学術集会を主催し、10月には
病院機能評価の受審を行うなど、地域に根ざし
た安全で安心できる医療の提供に向けた取り組み
も進めています。
これからも厳しい環境が続くことが予想されま
すが、「すべては患者さんと地域のために」とい
う当院の理念は変わりません。皆様に寄り添い、
温かさのある医療を提供し続けられるよう、職員
一同力を合わせてまいります。本年もどうぞ変わ
らぬご支援とご指導を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。

2026年（令和8年）の新春を迎えるにあたり、
皆様に心よりご挨拶申し上げます。新しい年が、
皆様にとって穏やかで健やかな一年となりますよ
うお祈りいたします。また、日頃より井原市民病
院を温かく支えてくださり、深く感謝申し上げます。
近年、人口減少や高齢化、物価やエネルギー
価格の上昇など、医療を取り巻く環境は大きく変
化しています。全国的にも多くの病院が厳しい経
営状況に置かれる中、当院も例外ではありません。
しかし、こうした状況だからこそ、地域の皆さん
の健康と暮らしを守るという役割をより大切にし
ていかなければならないと感じています。
当院では、2023年（令和５年）12月に策定し
た「井原市民病院経営強化プラン」に沿って
2027年度（令和９年度）までの経営改善に取り
組んでいます。2025年度（令和７年度）からは
職員による経営改善チームを立ち上げ、現場の声
を生かしながら、経費の見直しや収益向上に向け
た取り組みを進めています。こうした活動は、す
べて「より良い医療をこれからも続けていくため」
に欠かせないものです。
2025年度上半期には、地域のニーズに合わせ
て病床数を150床から139床へと見直し、より効
率的で過ごしやすい療養環境づくりに努めました。
また、救急搬入件数や内視鏡検査・治療や化学
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なりました。当院でも多くの職員が地域住民の方々
の信頼に応えるべく一生懸命に働いて、医業収入
は増加傾向でありますが、材料費・光熱水費・人
件費などの支出はそれを上回っていて、構造的な
赤字になっています。自治体病院である当院では、
職員の給与は人事院勧告に沿って決まり、その上
昇分は診療報酬ではほとんど補われていません。
2026年度（令和８年度）は、２年に１度の診療
報酬改定があります。今のところ本体部分で２年
間平均で＋3.09％のプラス改定、そのうち賃上げ
分で２年間平均＋1.7％と言われています。病院の
経営努力はもちろん必要ですが、地域医療を守る
ためにも適正な改定が必要だと思います。
2026年（令和８年）も前年と同様に様々な困
難が予想されますが、多職種で協力して助け合い
ながら、地域の皆さんの医療ニーズにできるだけ
応えられるように努めていきたいと思っています。
今年もよろしくお願いいたします。

2026年（令和８年）が始まりました。皆さんは
年始めのこの時期をいかがお過ごしでしょうか。
当院では、昨年2025年（令和７年）10月に病
院機能評価の更新審査（3rdG：Ver.3.0）を受
審しました。今回で５回目の受審になりました。
提出する膨大な書類を各部署で事前に準備し、
業務の確認や見直し、カルテレビューやケアプロ
セス調査への対応をすすめ、終盤はかなり慌ただ
しくなりましたが、無事に受審することができまし
た。本稿の執筆時点（１月初め）で、最終的な
審査結果はまだ届いていませんが、日々の業務に
ついて、あらためて見つめ直す良い機会になった
と思います。
昨年来、様々なメディアで全国の病院の経営状
況が非常に悪化していると報道されています。総
務省の発表によると、2024年度（令和６年度）に
自治体が運営する全国678の公立病院のうち、経
常赤字となった病院の割合が83.3％と過去最大に
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心に業務を見直し、質の高い看護が提供できて
いるか、日頃の成果を評価していただき、改めて
課題を見つめ直すことができ、大きな学びの機会
となりました。今後も患者さんやご家族・地域住
民の皆さんへ、より質の高い看護ケアが提供でき
るよう努めてまいりたいと思っております。
日本看護協会が打ち出す「看護の将来ビジョン
2040」は、これからの将来を見据え、看護が進
むべき方向性や果たすべき役割が明示されていま
す。その将来ビジョンにもとづき、刻 と々変化す
る社会にも柔軟に対応し、一人ひとりが看護に誇
りとやりがいを持って、今年も様々なミッションに
挑戦し続けたいと思います。今年もどうぞよろし
くお願いいたします。

2026年（令和8年）が始まりました。今年は
60年に一度巡ってくる丙午の年で、「情熱、行動力、
華やかさ」が象徴されると言われています。
この３つの語源を知った時、我々看護の仕事に
とても結びついていると思いました。看護師は、
患者さんやご家族に対する思いやり、即ち情熱が
最も大切です。また、確かな行動力で現場を支え、
さまざまな学びの習得へ絶え間なく挑戦し続けて
います。さらに、華やかさは単なる外見ではなく、
笑顔や温かい言葉で周囲を明るく照らす力を意味
するのだと思います。今年も、勢いよく駆ける馬
のように前向きにエネルギーに満ちた一年になる
ことを願っております。
昨年度、5回目となる病院機能評価を受審しま
した。看護部としても、師長会、各委員会を中

副院長
看護部長
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を整えることを最優先事項として掲げております。
本年は、さらなるチーム医療の深化を目標として
まいります。手術は執刀医だけでなく、麻酔科医、
看護師、臨床工学技士、放射線技師など、多職種
による緊密な連携があって初めて成立します。各
専門スタッフがプロフェッショナルとしての能力を
最大限に発揮し、徹底したリスク管理のもと、医療
を提供できるよう体制を強化してまいる所存です。
また、地域の医療機関との連携もより一層深め、
地域完結型の医療体制の中で、当院が果たすべ
き医療の役割をしっかりと全うしてまいります。
「この病院で手術を受けてよかった」と思ってい
ただけるよう、スタッフ一同、誠心誠意努力して
まいる所存です。
結びに、本年が皆様にとって健康で笑顔あふれ
る一年となりますよう心よりお祈り申し上げ、新
年のご挨拶とさせていただきます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
地域の皆様におかれましては、健やかに新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。日頃より当
院手術部門の運営に対し、多大なるご理解とご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨今の医療技術の進歩は目覚ましく、低侵襲手
術（体に負担の少ない手術）の普及や医療機器の
高度化により、かつては困難とされていた症例に
対しても、より安全で確実な治療を提供すること
が可能となってまいりました。当手術部におきまし
ても、最新の知見を取り入れ、患者さんの早期社
会復帰を支えるべく、日々研鑽を積んでおります。
しかし、いかに技術が進歩しようとも、手術医
療の根幹にあるのは安全と信頼です。手術を受け
るということは、多くの患者さんにとって人生の大
きな節目であり、大きな不安を伴うものです。私
たち手術部スタッフ一同は、その不安に寄り添い、
一人ひとりの患者さんが安心して手術に臨める環境

手術部長
整形外科医長
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当医として資質の向上を図り、健康寿命を延伸す
るために、質の高い人間ドック・健診を行うこと
ができる、社会に信頼される人間ドック健診医を
目指したいと考えています。
また、引き続き内科医としても地域に貢献して
いきたいと考えます。今年もよろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。
新年度も引き続き、健診者皆さんに安心、安全、
そして快適な健診を受けていただくように努めて
まいります。
人間ドックの使命である国民の健康増進、生活
指導による一次予防と、早期発見・早期治療に
よる二次予防の重要性を認識し、人間ドックの担

タッフに助けられ、ようやく仕事にも慣れてまいり
ました。
今年はさらに当院の力になれるよう、また、患
者さんのお役に立てるよう努めてまいります。個々
のスタッフが専門知識と技術をさらに向上させ、
また、異なる職種間で緊密な連携をとり、科を
超えて協力しあって、地域の皆さんに質の高い安
心で安全な医療を提供できるよう、努力してまい
りたいと思います。
皆さん、何かお気づきの点がございましたら、
ご指摘、ご指導いただければ幸いに存じます。
本年もよろしくお願い申し上げます。

医療技術部長を拝命してもうすぐ１年が経過し
ようとしています。
医療技術部は、薬剤科、放射線科、臨床検査科、
リハビリテーション科、栄養管理科、臨床工学室、
視能訓練士で構成されております。各科部署に国
家資格を持った優秀なスタッフがおり、当院を支
える重要なポストを担っております。私は、長年、
眼科外来の中だけで仕事をしてまいりましたので、
他科の業務内容や病院組織全体についての理解
が十分でない中、まずは医療技術部について
理解を深めることからのスタートでした。幸い、
太田医療技術部次長をはじめ、各科の科長、ス

の活用などについても研究し効率的な病院運営を
進めてまいります。
道路や水道などと同じく医療も地域の重要なイ
ンフラであり、医療がなくては安全で安心な生活
を送ることはできません。自治体病院としての矜
持を持って、市民の皆様の命と健康を守るため本
年も尽力してまいりたいと思います。

謹んで、新春のお慶びを申し上げます。
本年も引き続き、当院の基本理念、“すべては
患者さんと地域のために” を念頭に、皆様に信頼
される病院を目指して努力してまいりたいと考えて
おります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。
さて、当院と同じ自治体病院の７割近くが、人
口10万人以下の地域に存在しています。都市部と
違いこうした地域では、患者数の減少や医師・看
護師を始めとする医療従事者不足が深刻で、病
院の存続、医療の確保が重要な課題となってい
ます。人口減少とりわけ就労人口の減少は、今後
より一層進むものと考えられており、少なくとも自
治体病院のスリム化は不可欠な状況です。
当院においても病床数を令和６年度に30床、
令和７年度に11床削減し現在139床です。患者さ
んの受入れに影響のない範囲での削減ですが、
今後も、市内及び近隣の医療機関との機能分化
や相互支援を推進し、診療体制の最適化を進めて
いく必要があると考えています。また、医療ＤＸ

ドック・
健診部長
内科医長

くりやま

栗山 
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医療技術部長
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岸本 
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津組 
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このたび、岡山県病院協会 病院優良職員として
表彰していただきました。
当院で24年間勤務できたのは、諸先輩方やスタッ
フの皆さん、そして家族の支えがあったからです。
本当に感謝しています。
これからも、この感謝を胸に、自分自身の体調
にも気をつけながら、地域の皆さんに安心して療養
していただけるように、日々努力していきたいと思
います。今後ともよろしくお願いします。

このたび、病院優良職員として表彰していただきました。
思い返してみれば、あっという間の25年間ではありま
したが、大きな病気をすることもなく、病院スタッフ、そ
して家族の協力のもと、勤めてこられたことに感謝してい
ます。
これからも初心を忘れず、感謝の気持ちを持って、安
心で安全な医療を提供できるよう、日々努力していきたい
と思います。今後ともよろしくお願いいたします。

このたび、岡山県病院協会より病院優良職員として表彰い
ただきました。
産休育休をいただき、子育てをしながら、長く勤めてこら

れたのは、当院で共に働く皆さんや家族の協力があってこそ
だと感謝の気持ちでいっぱいです。まだまだ発展途上で未
熟者ではありますが、これからも日々研鑽に励み、少しでも、
患者さんのため、当院のために貢献できるよう努力していき
たいと思います。これからもよろしくお願いいたします。

受賞者の声

病院優良職員表彰（岡山県病院協会）

5階病棟看護師　
たかはし

高橋 
かずよ

和代

胃がん検診専門技師
胃がんは、日本で多く見られるがんの1つです。2020年（令和２年）の統計（国
立研究開発法人国立がん研究センター）では、男性・女性ともに４番目に多
いがんとなっており、男性ではおよそ11人に１人、女性ではおよそ24人に１人
が一生のうちに胃がんになると推定されています。また、50歳前後から、特
に男性で罹患率が高くなります。
胃がんになるリスクを高める要因としては、ピロリ菌感染による慢性的な胃
粘膜の炎症や生活習慣（塩分の多い食事・喫煙・多量の飲酒）などがあげ
られています。
日本消化器がん検診学会では、胃がんを含む各種消化器がんを早期発見し、
それら疾患の死亡率低減を実現するための検診事業の啓発・普及を行っています。このたび私は、高度な検診技術を学んだ上でしっ
かりとした検診マインドを持つ医師・メディカルスタッフを育成するための資格の一つである「胃がん検診専門技師試験」に合格
しました。
岡山県内で胃がん検診専門技師として学会に登録されている診療放射線技師は、53名です（2025年（令和７年）７月１日現在）。
これからも専門技師の名に恥じぬよう研鑽に励み、地域の皆さんの健康増進に尽力してまいります。

主任放射線技師　
こもり

小森 
よういちろう

陽一郎資格取得資格取得

5階病棟准看護師　
なかはら

中原 
かずみ

和美 臨床検査技師 　
さとう

佐藤 
ひろみ

裕美
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当院では、より良い医療を提供するために、５年に１度の期間
で「公益財団法人 病院機能評価機構」による機能評価を受審し
ています。今回は 3rdG：Ver. 3.0 の基準での受審となり、前
回以上に、病院機能を恒常的に発揮できているかが重視されま
した。
リハビリテーション科は前回の評価で A評価（適切に行えてい
る）をいただいていましたが、その際、今後の課題として、リハ
ビリテーション開始時の十分な説明、科内カンファレンスの充実、
介入前後のADL（日常生活動作能力）データの活用などについ
て指導を受けていました。
今回の受審に向けて、これらの課題に科内全員で真摯に取り組んだ結果、「3.1.5 リハビリテーション機能を適切に発揮している」の
項目で、当科として初めて S評価（秀でている）をいただくことができました。リハビリテーション科一同、今回の評価が大きな励みに
なりました。
今後もこの評価を維持できるよう、業務改善とリハビリテーションの質のさらなる向上に努めていきたいと考えています。

来院される皆さんに、職員をより識別しやすく安心してお声が
けいただけるよう、職員の名札を見やすさと分かりやすさを重視
したデザインに改善しました。

■ 変更点
苗字（ひらがな）を大きく表示し、ひと目で分かるようにしま
した。
苗字の上に「漢字表記」、下に「ローマ字表記」を記載しました。
視認性向上のためレイアウトを調整し、顔写真の掲載をとりや
めました。
役職名または職種を明記して、担当を分かりやすくしました。

■ 職種ごとの色分け
色で担当部門が分かるようになっています。
青 ･･･････医師
ピンク････看護部
黄 ･･･････医療技術部
緑 ･･･････事務部
紫 ･･･････研修医

2024年（令和６年）４月、新興感染症が発生・まん延した際に
医療提供体制が確保できるよう、県と医療機関との間で事前に「医
療措置協定」を締結する仕組みが法律で定められました。この協
定では、未知の感染症が広がったときに、どのような医療対応
を行うかを県と医療機関で事前に体制を整備しておくもので、当
院においては同年５月に締結しています。
このたび、その体制整備の一環として、以下の場所へパーティショ

ンを設置しました。今後も引き続き、患者さんが、より安心して
受診していただける環境づくりに努めてまいります。

■ 設置場所
・１階 中庭横の発熱待合スペース
・１階 内視鏡待合室
・１階 入退院支援室

新興感染症への備えについて新興感染症への備えについて

リハビリテーション科長　
にしおか

西岡 
きよたか

清隆

お知らせ

名札の変更名札の変更

病院機能評価最高評価「Ｓ」を獲得（リハビリテーション科）
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視能※矯正学会は視機能に関する研究結果や臨床報告を発表
する学術集会で、年に一度、医師や視能訓練士が日本中から一
堂に会します。今回は、2008年（平成20年）以来、17年ぶり
となる岡山県での開催で、さらに、会場が2023年（令和5年）
にオープンしたばかりの岡山芸術創造劇場ハレノワだったことも
あり、多くの参加者で大変な賑わいでした。
私は、口演発表「斜視」の座長を務めるとともに、口演発表「屈折」で研究成果を発表しました。
私が座長を務めた「斜視」のセッションでは、斜視の検査、診断から治療、そして加齢に伴う斜視の変化まで、多岐にわたる
4演題が発表されました。それぞれの演題に対して、時間内に収まらないほど活発な討論が行き交い、多くの医師や視能訓練士
の熱意を肌で感じることができました。
私が発表した演題は「不適切な屈折矯正と固視ずれ」です。この研究では、左右の視力に差がある場合に、見ている対象物
に対して両眼の視線が正確に向いているかを解析しました。その結果、左右の視力が同等であれば、両眼の視線が対象物に正確
に合っていましたが、視力に差がある場合には、対象物が一つに見えているにもかかわらず、両眼の視線に微小なずれが生じる
ことが判明しました。この研究で用いた、両眼で対象物を単一視する機能の精度を評価するための指標である「固視ずれ」の報告は、
日本ではまだ少数です。私は今回の発表を通じて、今後もこの分野の研究を発展させていく必要性を感じました。
座長という貴重な機会をいただいたことに感謝しつつ、視能訓練士として、さらなる研鑽の必要性を実感した学会となりました。

※ 視能：視（みる）能（ちから）を表し、視覚にかかわる能力を総称した用語です。

院外活動

開催日：2025年（令和7年）10月25日～10月26日
場所：岡山芸術創造劇場ハレノワ

第79回日本臨床眼科学会にて、「片眼弱視の経験がある成人における生活習慣病の有病率」について
発表しました。
子どもの頃、よい視覚体験が得られると、大脳の視覚をつかさどる部分がしっかり発達し、視力も向上
します。ところが、この発達の大切な時期に、遠視・近視・乱視といった屈折異常、左右の目で度数が
大きく異なる不同視、斜視、白内障、眼瞼下垂などが治療されずに放置されると、視力の発達が妨げら
れます。その結果、一生涯、眼鏡やコンタクトレンズを使っても十分な視力が得られない「弱視」という
状態になります。
近年、弱視の発症には、これらの眼の問題だけでなく、妊娠中の母体の状態や遺伝子も関係していることが分かってきました。
また、妊娠中の環境は、将来の高血圧・心筋梗塞・糖尿病・脂質異常症・肥満などの発症にも影響することが報告されています。

さらに昨年、英国で行われた大規模研究では、子どもの頃に片眼弱
視だった方は、大人になってから高血圧・心筋梗塞・糖尿病・肥満を
発症しやすいという結果が、医学誌 Lancet に掲載されました。
そこで今回、当院を受診された片眼弱視の方々について、肥満・高

血圧・糖尿病・脂質異常症のなりやすさを調査しました。その結果、
成人後に脂質異常症を発症しやすい傾向は見られたものの、肥満・高
血圧・糖尿病については、日本人全体と大きな差は認められませんで
した。
本研究にご協力いただいた皆さんに、心より御礼申し上げます。あ

りがとうございました。

開催日：2025年（令和7年）10月9日～10月12日
場所：大阪国際会議場

主任視能訓練士　
ふ じ い

藤井 
ち あ き

千晶

医療技術部長
眼科医長

きしもと

岸本 
ふ み こ

典子
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本学会において「作業療法学生の職業的アイデンティティ形成におけるMTDLP※
を用いた臨床実習の影響-ケースシリーズによる検討-」というテーマでポスター発
表しました。本報告では、他事業所の協力者とともに取り組んだ作業療法学生の
臨床実習を通した職業的アイデンティティの変化について報告しました。職業的
アイデンティティとは、その職業領域における自分らしさの感覚のことを指します。研究の結果、学生が作業療法の8週間の臨床
実習で「生活行為向上マネジメント」という対象者の価値のある生活行為に焦点を当てた実践に関する段階的な経験を経ることで、
作業療法士としての意識や自信が高まることが明らかになりました。
また、「脳血管疾患等10」のセッションで座長を務め、演者の発表内容がより深まるよう、活発な意見交換を促しました。
全国学会での初めての座長ということで緊張しましたが、大変貴重な経験となりました。本学会は、私自身の職業的アイデンティ
ティを考える機会にもなりました。今後もより良い作業療法ができるよう努力を続けていきたいと思います。

※ MTDLP（生活行為向上マネジメント）：Management Tool for Daily Life Performance
作業療法において、「その人らしい生活の再獲得」を中心に、評価・目標設定・練習・再評価を一体的に進める支援方法。

開催日：2025年（令和7年）11月7日～11月9日
場所：サンポートホール高松

作業療法士　
さ　の

佐野 
ひろかず

裕和

このたび、井原市にて岡山県自治体病院看護管理者研修会を開催しました。本研修会は、
県内自治体病院が一致協力し、病院事業の発展と看護管理者同士の交流を深めることを目
的としています。
当日は、井原市病院事業管理者であり岡山大学名誉教授の齋藤信也先生よりご講演をいた
だき、その後、各病院から近況報告を行いました。活発な意見交換が行われ、参加者にとって
有意義な学びと交流の場となりました。厳しい経営環境や人材確保の課題が続く中、病院間の
連携と職員同士のつながりの重要性を再確認する機会となりました。今後も地域に根ざした医療の提供を力強く進めてまいります。

開催日：2025年（令和7年）11月14日　場所：平櫛田中美術館

今回は当院から3名の看護師が「おかやまマラソン2025」に救護ボランティアとして参加
しました。おかやまマラソンは全国から約1万6千人のランナーが集まる大きな大会です。前年に救護ボランティアを務めた当院の
スタッフが、心肺停止のランナーに遭遇していましたので、緊急時の連絡体制や心肺蘇生法について入念に確認して臨みました。
当日は朝から冷たい雨が降っていたので、私たちはメディカルスタッフ用ウェアの下にカッパを着込んで準備を整えました。
活動場所となる19km地点には早めに集合し、救護所の設置、備品の確認、スタッフの顔合わせ、写真撮影などを行いました。
午前8時45分にランナーが一斉にスタートし、私たちも沿道で応援しながら見守りました。
市民ランナーが通過する頃になると、救護を必要とする方が徐々に増えはじめました。幸いにも、私たちが対応したのは、筋肉・
関節痛、軽度の脱水、転倒による擦り傷など比較的軽症が中心で、保温や創部の消毒を行いました。理学療法士からストレッチ
を受けて再び走り出す方、低体温や痛みでリタイアされる方もおられる一方で、マリオやドラえもん、スーパーマンなどの仮装で
爽やかに走り抜けるランナーもおられ、走るだけでなく周囲を楽しませようとする心意気が本当に素敵だと感じました。特に、苦
しいながらも沿道の声援に笑顔で手を上げて応えるランナーの姿は印象的で、応援しながら胸が熱くなる場面も多くありました。
私たちの救護所では、幸い生命に関わるような重篤な事案はありませんでしたが、ゴール直前の地点
では、心肺停止となった方が医療チームの迅速な処置によって救命されたと知り、ランナーを支える役割
の重みを改めて感じる貴重な経験となりました。
初めてのことも多く戸惑う場面はありましたが、周囲のスタッフに温かく支えていただき、無事に任務
を終えることができました。ランナーの皆さん、大会関係者の皆さん、本当にありがとうございました。
普段は何気なく参加していたマラソン大会も、多くの方々の準備と支えによって安全に運営されているこ
とを実感し、この学びを今後の看護に生かしていきたいと思います。

開催日：2025年（令和7年）11月9日

副院長 兼 看護部長　
み や け

三宅 
いずみ

泉
副看護部長　

やなぎもと

柳本 
あ ゆ み

亜由美

内視鏡室看護師　
は ば ら

羽原 
の り こ

典子
4階病棟看護師　

や ま だ

山田 
み な こ

美菜子
外来看護師　

さ さ き

佐々木 
ゆ き

優貴
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2025年（令和7年）9月29日～10月3日

岡山大学 医学部 医学科３年生　
きたむら

北村 
しもん

志門

岡山大学 医学部 医学科３年生　
おかだ

岡田 
そういち

颯一

病院実習では、大変お世話になりました。今回の実習では、救急搬送後に
患者さんがどのような流れで診察や検査、治療を受けているのかを知ることが
できました。普段は現場で活動し、病院へ引き継いだ後の経過を見る機会が
少ないため、実際の対応や流れを理解できたことはとても勉強になりました。
搬送時に行っている観察や報告が、その後の診療や判断につながっていること
を改めて実感しました。また、実習を通して、救急隊と病院との連携がさらに
重要になると感じました。
今回の経験は、自身の活動を振り返る良い機会となり、現場での観察や報
告の仕方を見直すきっかけにもなりました。今後の救急活動に生かしていきたいと思います。

井原地区消防組合 井原消防署第２係 消防士　
わたなべ

渡邉 
たくや

拓也

　マスクの着用は個人の判断に委ねられることになりましたが、医療
機関を受診する時や訪問する時はマスクの着用が推奨されています。
ご高齢の方や重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、引き続き
みなさんのご協力をお願いいたします。

医療機関内では
マスクの着用をお願いします！
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You are what you eat （人は食によって決まる）No.22

栄養と
食事

しっかりと味を染み込ませた煮物、こってりとした煮込み料理、たくさん収穫した野菜で作った漬物な

ど、冬の食卓には食塩を多く含んだ料理がたびたび登場します。日本人は１日の食塩摂取量の約７割を

調味料から摂取していると報告されています。特に和食を召し上がる機会が多い方の味付けは、しょう

ゆやみそとは切り離せません。気をつけているつもりでも、実際には、塩分が過剰になっているかもし

れませんので、調味料に含まれる食塩には注意が必要です。そこで、普段使っている調味料に、どのく

らいの食塩が含まれているのかを知っておくと、減塩に取組みやすくなります。

小さじ１杯の調味料に含まれる食塩量はどのくらいでしょうか。小さじ１杯の量をイメージできますか？

小さじ１杯は５ccで、ペットボトルのふたの約８分目の量です。「食塩小さじ１杯は６g」です。「しょうゆ小さじ１杯の食塩は

約１g」ですが、「ポン酢しょうゆ小さじ１杯の食塩は0.5g」、「マヨネーズ小さじ１杯の食塩は0.1g」です。焼き魚にしょうゆ

をかける場合、しょうゆの一部を酢やレモン汁、おろし生姜などの食塩を含まないものに置き換えると、しょうゆの使用量

が減り、食塩を減らすことができます。

日本人は塩味が好きなので、減塩するということは自分の味覚を変えることになります。ケチャップ（小さじ１杯の食塩

0.2g）やウスターソース（小さじ１杯の食塩0.5g）、バター（小さじ１杯の食塩0.1g）などで味を変えてみるのも新しい発見

がありそうです。塩、みそ、しょうゆ以外の味覚が楽しめると良いですね。

主任管理栄養士
たけもと

竹元 
なつ

夏

新年から始める
　   寒い時期に注意したいこと

「減塩生活」

〈１人分 65kcal　塩分 0.5ｇ〉

❶豚肉と野菜は食べやすいお好みの切り方で切る。

　例：人参短冊切り、玉ねぎはくし型切りなど

❷フライパンを熱し、油をひいて豚肉に火が通るまで炒める。

❸豚肉に火が通ったら人参と玉ねぎを加えて炒め、やわらかくなった

らピーマンも加えて炒める。

❹野菜が柔らかくなるまで加熱したら、☆の調味料を合わせて加え、

全体に味が絡むように炒める 。

◆ポイント◆
・野菜はご自宅にあるものに変えていただいても結構です。キャベツ、きのこ類なども美味しくできます。
・カレールウではなくカレー粉を使用していますので、 塩分は控え目でも食欲をそそる味付けになります。
・豚肉はなくても結構ですが、加えるとタンパク質の補給になります。鶏肉に変えても美味しくできます◎

豚肉と野菜のカレー炒め減塩レシピのご紹介

豚肉 ･･････････････ 30 ｇ

ピーマン ･･･････････ 1 個

人参 ･････････････ 1/4 本

玉ねぎ ･･･････････ 1/2 玉

カレー粉 ･･････小さじ 1/4

みりん ････････小さじ 1/2

醤油 ････････････小さじ 1

油 ･･･････････ 小さじ 1 弱

材
料
・
２
人
分

（
小
鉢
の
量
）

作
り
方

☆
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子宮頸がんゼロの未来へ！
―あなたの行動がカギになる―
子宮頸がんは、子宮の入り口にあたる子宮頸部に発生す

るがんで、日本では毎年約1万人が新たに診断され、約

3,000人が亡くなっています。特に20 ～40代の若い世代

で増加しており、妊娠・出産や仕事、子育てなど、人生

の大切な時期に影響を及ぼす病気です。しかし子宮頸が

んは、予防が可能ながんでもあります。

子宮頸がんの主な原因は、HPV（ヒトパピローマウイル

ス）の感染です。HPVは性行為を通じて感染しますが、

ほかの感染症と異なるのは、ほとんどの人が一生に一度

は感染するという点です。感染しても多くの場合は自然に

排除されますが、一部では感染が長く続き、数年から十

数年かけて前がん病変を経て、子宮頸がんへと進行する
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で、ライフスタイルに合わせた接種時期を選ぶこともでき

ます。子宮頸がん以外のがんにも関係しており、男性へ

の接種に補助をしている自治体もあります。

一方で、ワクチンだけですべての子宮頸がんを防げるわ

けではありません。そのため、定期的ながん検診が重要

です。HPVワクチンを接種できなかった方や接種しないこ
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岡山大学病院 産科婦人科
岡山大学学術研究院 周産期・小児救急医療学講座

お が わ

小川 
ち か こ

千加子

医療情報

私たちには生まれた時から常に口の中に唾液があります。あまりに身近なので、普段はその存在を意識することもな
いかもしれませんが、当たり前にあるその唾液が人間の健康にとって重要な役割を持っているのです。
皆さんは、そもそも唾液が何からできているのかご存じでしょうか？実は「血液」がもとになって作られているのです。
水分を摂取すると骨髄で血液がつくられ、その血液が唾液腺で唾液に作りかえられます。唾液は99％が水分で、残り
の１％ほどに酵素や抗菌、免疫や消化などに関わる様々な成分が含まれています。
唾液の働きは口の中を潤すだけではないのです。
唾液には、図のようにたくさんの働きが
あり、無意識の間に口の中や全身を守って
くれているのです！
健康な成人は、１日あたり平均0.5リット
ル～1.5リットルもの唾液を分泌しています。
１日のうちでも唾液の出る量は変化していて、
特に夜になると唾液の分泌量は減少します。
そのため唾液の作用と機能も夜間には低下
してしまうので、口腔内の細菌が増えやすく
なります。
唾液には、口を通して外部から入ってくる細
菌やウイルスなどから体を守るための免疫機
能という重要な働きもあるので、夜寝る前
と朝起きてすぐの口腔ケアはとても大切な
のです！また、よく噛んで食べたり、こまめ
に水分を補給したり、口の周りのマッサージをしたりなど、日々、ゆったりとした気持ちで過ごすことを日常生活の中で取
り入れてみるといいですね。

歯科衛生士
ひ だ に

日谷 
ま こ

真子

～妊婦健診を行っています～

お知らせ

産科セミオープンシステム
　当院では、2006年（平成18年）8月から産婦人科常勤医
の退職に伴い、分娩の休止を余儀なくされ、妊婦の受け入れを
停止していました。このため井原地域の皆さんには、隣接する
福山市など近隣の病院や医院まで足を運び、妊婦健診・出産
をせざるを得ない状況が続いておりました。
　しかし、井原市在住の妊婦の皆さんが地元地域で妊婦健診
を受けることができ、緊急時に受診可能な連携体制を整備す
るため、地域における効果的な産婦人科医療体制について検
討を行い、産科セミオープンシステムを開設しています。

　このシステムでは、妊娠初期より妊婦健診は当院で受診し、
妊娠33週以降の妊婦健診や分娩を分娩施設のあるクリニック
や病院、周産期センターで行っていただくことで、分娩の
安全性と妊婦の皆さんの利便性を保ちながら、それぞれの
医療機関の特性を生かした役割分担が可能となるものです。

○妊婦健診日時： 毎週月曜日と水曜日
 受付時間9：30～14：30
※上記時間以外の緊急受診の場合は、分娩予定の施設へご相談ください。
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健康講座

糖尿病教室

糖尿病と運動療法 2025年（令和7年）10月７日

井原市マスコットキャラクター
でんちゅうくん

糖尿病の治療には、食事療法・薬物療法・運動療法の3本
柱があります。運動を行うと、筋肉がブドウ糖を取り込むこと
によって血糖コントロールが改善します。また、心血管疾患の
リスクとなる肥満・内臓脂肪の蓄積の改善効果やインスリン抵
抗性の改善効果があります。
運動には、有酸素運動（歩行やジョギングなど）とレジスタ

ンス運動（スクワットやマシントレーニングなど）があります。
両方とも血糖コントロール効果が期待できますが、なかなか習
慣化するのは難しいという方も多いかと思われます。
上記の “運動” だけでなく、家事活動や買物、農作業、草取り、日常生活での屋

内移動など、安静にしている以外の時間を “生活活動” と呼びますが、この活動量
を増やすことも血糖コントロールには重要です。
食後、座位時間が30分を超えたら3分程度散歩するだけでも、食後高血糖が改善

するという報告があります。反対に日常で座っている・横になる時間が長いほど2型
糖尿病や死亡率、心血管疾患リスクが増加することが研究で示されています。
寒い季節になってきて、活動量が減ってくる方も多くなる時期ですが、ぜひ日常の

“生活活動” を意識して増やし、健康に日々を過ごせるよう取り組んでみてはいかがでしょうか。

理学療法士
たき

瀧 
たかのり

尊宣

主任臨床検査技師
いではら

出原  
ひ ろ み

啓美

糖尿病の合併症、検査と自己チェック 2025年（令和7年）11月５日

糖尿病の合併症は、初期には自覚症状が乏しく、気付かないまま進行するのが特徴です。糖尿病の方では、
高血糖により血管の内皮に傷が付き、動脈硬化が起こってきます。また、長年高血糖状態が続くと、神経
障害・網膜症・腎症などの三大合併症が進行していきます。
今回は、合併症を早期に発見するための『自分で行えるチェック方法』と『病院（人間ドック）で行う検査』
について説明しました。

1）自分で行えるチェック方法
① 血圧・体重測定
② 足（色・しびれや痛みの有無 など）
③ 尿（におい・色・回数 など）の観察
④ 試験紙による尿検査（タンパク・糖）

2）病院（人間ドック）で行う検査
① 動脈硬化の検査：血管内皮機能検査（FMD）、
血圧脈波測定（ABI／CAVI）、血管超音波検査

② 神経障害の検査：神経伝導速度検査（運動・感
覚神経の検査）、心拍変動計数（自律神経の検査）

③ 網膜症の検査：眼底写真
④ 腎症の検査：血液検査（腎機能）・尿検査（尿タンパク）、腹部CTや超音波検査などの画像検査

糖尿病は、早期に発見して治療を開始することで、合併症の進行を遅らせることができます。放置して手遅れにならないよう、
自分の体をチェックしてみてください。

14 井原市民病院だより
2026.2



新見公立大学副学長
岡山大学名誉教授

お　だ

小田 
めぐみ

慈

糖尿病と目の病気 2025年（令和7年）12月2日

糖尿病網膜症は、糖尿病の代表的な合併症の一つです。
この疾患は自覚症状がないまま進行し、症状が出た時に
は増殖網膜症という失明の危険がある重篤な状態に至っ
ていることがあります。また、高血糖が続くと、20～30
歳代の若年層でも、加齢性とは異なる性質の糖尿病性白
内障を合併することがあります。この白内障は進行が速
いのが特徴です。白内障が進行すると、網膜症の進行具
合の正確な判断が難しくなるという問題も生じます。
今回の糖尿病教室では、これらの目の合併症について、

図や写真を交えて解説しました。また、見え方の自己チェックとして「ゆがみ」
「かすみ」「視野の欠け」などがないかを確認していただきました。
失明という最悪の事態を防ぐためにも、日頃から自分の目に関心を持ち、

糖尿病と診断されたら、早期発見・早期治療のために定期的に眼科を受診す
ることが大切です。

主任視能訓練士
ふ じ い

藤井 
ち あ き

千晶

毎月１回開催している『子どもの保健医療研修会』の2025年（令和７年）10月～12月までの内容をお知
らせします。
10月17日（金）は、「発達障がいとは ～気になる子どもへの理解とかかわり方を中心に」と題して、保
育士や幼稚園教諭の方たちを対象として、子どもの成長と発達の評価について、そして “ちょっと気になる
子どもへの対応” について、お話をしました。近年、発達障がいについて、医学的診断から対応、教育、社
会生活にいたるまでの支援の在り方などについて、多くの参考書が発刊されています。ただ、ＳＮＳも含めて、
あまりにも多くの情報にさらされて混乱し、子どもたちの個性や特性を発達障がいと決めつけることは避け
なければなりません。今回は、子どもたちの不定愁訴（身体的な疾患ではないのに、おなかが痛い、頭が痛い、
だるいなどの訴えが続くこと）やうつについてもとりあげ、家庭生活の重要性、特に睡眠時間を十分とるこ
との大切さについても『早寝、早起き』ではなく『早起き、早寝』が大切であること強調しました。
11月14日（金）には、「アレルギー疾患の基礎病態」をテーマとして、園や施設
で子どもたちの食事やおやつを提供する際に、いつも気を付けておられる保育士や
幼稚園教諭そして子育て支援者の方々を対象として、食物アレルギーを中心に、私
たちの体の中で起こるアレルギー反応の病態をわかりやすく説明しました。花粉症
（アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎）、アトピー性皮膚炎、気管支喘息など
の症状、治療などについてもお話ししました。アレルギー反応で最も注意すべきも
のはアナフィラキシーといわれる反応で、急激にショック状態に陥ることがあり、
誘因となる食べ物がある場合は、注意が必要で、園や施設では、保護者との連携と職員全員の情報共有が不可欠となります。
12月17日（金）には、「睡眠とこころ・からだ、そしてこどもたちとメディア」と題して、子どもたちを取り巻く社会環境、特にメディ
アについてお話をしました。ＴＶや新聞といったマスメディア、そして、ＳＮＳ、スマホ、ネット、ゲームといったものに取り巻かれ
て生活している現代社会で、子どもたちの健全な心身の成長・発達を守らなければなりません。ネット・ゲーム依存症と診断され、
治療が必要とされる青少年（もちろん大人も！）も決して稀ではありません。様々なメディアとの付き合い方について話題提供を
含めてお話ししました。

井原市民病院『子どもの保健医療研修会』は毎月１回（基本的に第３金曜日の14：00～16：00に）開催しています。参加ご
希望の方は井原市民病院事務部総務課までお問い合わせください。個別相談も可能です。

子どもの保健医療研修会

お
知
ら
せ

■糖尿病教室（毎月第１火曜日11時30分～　玄関ロビー）

３／３ 担当：内科医師

※業務等の都合により講師や内容を変更・
中止する場合があります。最新の情報に
ついては、当院のホームページ等でご確
認ください。
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外来診療担当医表

井原市立井原市民病院
〒715‒0019 岡山県井原市井原町１１８６番地

TEL ０８６６‒６２‒１１３３㈹  FAX ０８６６‒６２‒１２７５㈹
ホームページ　http://www.ibarahp.jp/　電子メール　byoin＠ibarahp.jp

■ 自動再来機の受付時間　8：00〜
■ 診療時間　午前／9：00〜（産婦人科、耳鼻咽喉科 第２・３・４・５月曜日のみ 9：30〜）　午後／13：00〜（脳神経外科13：30〜、小児科14：00〜）
■ 休診　土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12/29〜1/3）　　■ 電話予約　月曜日〜金曜日　13：00〜17：15　※ただし、急患の場合はこの限りではありません。

2026年（令和８年）２月発行
発行責任者：院長　前田 徹也

2026年（令和８年）２月１日 現在
診療科 受付時間帯 月 火 水 木 金 備考

内　　　科

午
前

初診
（予約外）

8：30 〜11：00

吉澤 栗山 島田（予約有） 立古 立古 ※１ 肝臓内科
岡大 山本 高見（予約有） 高見（予約有） 高見 吉澤

永村（予約有）

再来
（予約）

栗山 吉澤 栗山 島田 島田
島田 吉澤

河合

午　後 予約のみ 栗山 島田 栗山
立古

循環器内科
午　前 8：30 〜11：00

岡大 福田 ペースメーカー
外来 徳永 予約 徳永 徳永

急患の受付時間に関しては、左記
の限りではありません。

予約 徳永 岡大 斎藤

午　後 13：00 〜15：00 徳永 徳永
岡大 斎藤

呼吸器内科
午　前 医師の都合によりしばらくの間、

休診とさせていただきます。午　後 13：00 〜15：00 福山市民応援医師
（第１・３）

神 経 内 科
午　前 8：30 〜11：00

予約のみ
岡大 中田（第1・3）
倉敷平成 菱川（第2・4）

午　後 予約のみ 岡大 中田（第1・3）
倉敷平成 菱川（第2・4）

糖尿病内科
午　前
午　後 予約のみ 川大 森 川大 古味

消化器外科
外　　　科

午　前 8：30 〜11：30
小林 前田 前田 前田 小林 ※２ 呼吸器外科
杉生 杉生 小林 岡大 近藤

岡大 實金 岡大 枝園

午　後 13：00 〜15：00
川大 田村（第１·３·５） 岡大 實金 担当医 担当医 岡大 近藤 午後は手術日になる可能性があり

ます。受診希望の際は電話でお問
い合わせください。※３ 血管外科手術日 手術日

乳 腺 外 来
午　前 予約のみ 岡大 中本 月曜日の診療時間は 10：00 ～

12：30 となります。木曜日以外
となる場合があります。午　後 予約のみ 岡大 松岡（隔週）

整 形 外 科
午　前 8：30 〜11：30 予約 平田 予約 平田

予約 平田（第２・４）
予約 平田予約 岡大 石丸

（第１・３・５）
午　後 手術日 手術日

脳神経外科
午　前 8：30 〜11：30 川大 福原
午　後 13：30 〜16：00 川大 目黒（第１･３･５）

眼　　　科
午　前 8：30 〜11：30 岸本 岸本 岸本 岸本 岸本 木曜日・第１金曜日の受付時間

は11：00までとなります。斜視・
弱視の診療は予約が必要です。午　後 予約のみ 検査 岸本 弱視・斜視外来

大月・岸本 手術日 検査 岸本
（第 2・3・4・5）

小　児　科

午　前 8：30 〜11：30 井上 井上 井上 井上 井上
福山市民応援医師による診療は
しばらくの間休診とさせていた
だきます。午　後

13：30 〜16：00 井上／福山市民応援医師 井上（15：00～16：00） 井上 井上／福山市民応援医師 井上

予防接種（月・木）
予約［予防接種］

受付時間
13：30〜15：30

予約［乳児検診］
受付時間

14：00〜15：00

予約［予防接種］
受付時間

13：30〜15：30

耳鼻咽喉科

午　前 8：30 〜11：30
岡大 岡野（第１）

岡大 浦口

一般診療は予約無しでも受け付け
ますが、予約優先です。

岡大 井口
（第２・３・４・５）

午　後 13：00 〜14：00

岡大 岡野（第１）

岡大 浦口岡大 井口
（第２・３・４・５）
補聴器相談（第２・４）

産 婦 人 科
午　前 8：30 〜11：30 予約 岡大 小川 予約 岡大 増山 一般診療は予約無しでも受け付け

ますが、予約優先です。ただし第
２水曜日午後は休診となります。午　後 予約のみ 予約 岡大 小川 予約 岡大 増山

泌 尿 器 科
午　前 8：30 〜11：30 龍治 龍治 龍治 一般診療は予約無しでも受け付け

ますが、予約優先です。午　後 予約のみ 龍治 龍治 龍治

皮　膚　科
午　前 8：30 〜11：30 川大 鈴木 川大 中元 一般診療は予約無しでも受け付け

ますが、予約優先です。午　後 13：00 〜14：00 川大 鈴木 川大 中元
リハビリテーション科 午　前 8：30 〜11：30 予約 中角（月２回） 予約 岡大派遣医師
ドック・健診 午　前 8：30 〜11：30 檀上 檀上 森﨑 栗山 檀上

救　急　科
午　前 岡大 小﨑
午　後 岡大 小﨑

禁 煙 外 来 午　前 完全予約制
予約 中角（月２回）

診療時間
11：00〜12：00

内視鏡検査
午　前 胃（上部）

島田 八木 岡大 赤穂 チクバ外科応援医師 栗山
高見 小林 杉生 杉生 岡大 田口

午　後 大腸（下部） 岡大 山本 八木 岡大 赤穂 チクバ外科応援医師 岡大 田口

放 射 線 科
午　前 ○ ○（岡大 松井） ○ ○ ○
午　後 ○（岡大 冨田） ○ ○（岡大 檜垣） ○（岡大 平木） ○（岡大 荻野）

※１

※２
※３※３
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